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＜連絡事項＞
・ゴールデンウィーク期間中の医師勤務表が来ています。指示受け等漏れの無いようにしてください。
＜患者様連絡事項＞
・小笠原　久年様～便秘6日目。ケンエーG浣腸1本処方。
・馬渡　隆様～食事摂取量、水分摂取量の低下があり、田名部Dr.より点滴3本処方となる。
・飯田　修子様～痔の痛みを訴えており、ヘモポリゾン軟膏　２g／本　10ｇ処方となる。

・丸尾　貴史様～退院時処方14日分処方。
・林　重雄様～食事の食べにくさを訴えており、昼より硬粥・粗キザミへ変更。
・庭田　美紀子様～4/29実施分のエビリファイ筋注処方となる。

＜転出＞
・東野　愛様～10：30、西Bユニットへ転出。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中。他者トラブルや妄想発言なく対面時穏やか。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・袴田　将志様～妄想発言や過度な飲水行為なく対面時穏やか。
・木村　格治様～トイレ歩行はせず、オムツ交換の依頼など依存的な言動みられているが、
　　　　　　　　15時には嗜好品を取りに詰所まで歩行して来る。身体的な不調の訴えはない。

・飯岡　裕子様～自室にて過ごされている。不調の訴えないも活気のなさ見られている。
・助川　節子様～自分で食器を持ち食事している。食欲あり全量摂取できている。食後はやや大きな声で独語聞かれているが、ある程度の時間話すと、落着いている。
＜安ヶ平Dr.診察情報＞
・藤井　崇史様～意欲、集中力が出ないと訴えあり次回定期よりクエチアピン止め。寝る前フルニトラゼパム2T→1Tへ減薬となる。他同処方。（2W）
・中居　松男様～便が出過ぎると訴えあり寝る前のセンナリド2T→1T減薬指示ある。本日
からの指示。次回定期も継続していく。他同処方。
・和田　昌様～尿漏れが継続してある為減薬していたハロペリドールを止めるか連休明け
に検討していく。
・助川　節子様～定期薬が開始となるが、フロセミド錠を外し前回と同処方。
・河原木　泰志様～前回と同処方。
＜入院＞

➀　日時：R2.4.24　11：30　

　　氏名：工藤　禮子（くどう　れいこ）様

生年月日：昭和10年4月8日　84歳

　　病名：アルツハイマー型認知症　合併症：うっ血性心不全

　　性別：女性　主治医：馬渡Dr

入院形態：医療保護入院　　病棟：東病棟Aユニット

(経過）

　現在独居で生活し、次男家族が隣の家で生活している。

　H23年頃南部町病院で認知症の診断を受け、薬剤治療を受けていたが服薬はまちまちであ
った。

 H28年には介護保険申請を行い施設入所も検討されたが本人の拒否により入所とならず。
毎年のように肩の脱臼などの怪我を受傷しているが、本人はその事を忘れ治療を拒否して
いる状態であった。　H31年4月、本人より警察へ通報し、警察が駆け付けたところ、胸痛
の訴えあり、南部町医療センター救急外来受診するが、その際家族の情報も伝えることが
出来ず、易怒性認められ点滴も自己抜去。安静保持が出来ず、包括支援センターへ連絡が
あった。　その後、自宅周辺を徘徊する行為、家族が声掛けするも奇声をあげ、近所の方
の声掛けにも暴言や大声を出し地域、同居の次男も対応に苦慮している。

　3月末からは心不全や、肺に水が溜まった状態でも徘徊を繰り返しており、道で倒れ救急
搬送される事も3回程続いていた。

また、R2.4.9には、役場職員の訪問に対して追い返そうとし、「もう死んだ方がいい」と
言って鋏の先を自身へ向ける行為もあった。

　上記経過から南部病院医師より認知症の治療と環境調整を勧められ、R2.4.24東病棟Aユ
ニットへ医療保護入院となる。
・CSセット：Bプラン

　　　　　　　（下着は家族洗濯）

・義歯：有（総義歯）

・嗜好品：5000円まで可

・緊急時：当院での対応

　　　　　　（延命処置は希望しない）
②　日時：R2.4.24　13：37

　　氏名：馬渡　澄雄（まわたり　すみお）様

生年月日：昭和26年12月19日　68歳

　　病名：アルコール依存症

　合併症：電解質異常

　　性別：男性

　主治医：田名部Dr

入院形態：医療保護入院　　病棟：東病棟Dユニット

(経過）

　4/11(土)に飲酒による離脱・痙攣発作で八戸市民病院に搬送され現在も入院中。

元々、大酒家であり検査を行った結果電解質異常も認められている。同院入院後に、盛大
な離脱せん妄を起こし、薬剤にてせん妄状態は改善。疎通は取れる状態となっている。

　現在退院できる状態ではあるが、退院後再度飲酒に至ってしまう可能性があり、出来れ
ば同院退院後当院での治療がすぐに開始出来るようにして欲しいとの依頼が4/16に入る。

　御本人と同居しているご家族も当院での治療とアルコール依存症治療プログラムの実
施を希望したことからR2.4.24同院退院後、東病棟Dユニットへ任意入院となる。
・洗濯：家族洗濯

・緊急時：搬送希望（市民病院）

・嗜好品：売店購入可

　　　　　　　　

